
 

 
 

 

 

ＪＡ愛知西きく部会共選部は、新型コロナ感染症の影響により販売が低迷する中、４月以降も

品質を維持するため、引き続き目揃会を実施しました。農業改良普及課からは、生産技術に関す

る情報とともに、新型コロナウイルス感染症関連の支援策等の情報を提供しました。 

当共選部会は黄輪ギクの共選共販部会であり、東京大田市場

などに高品質な切り花を供給し評価を得ています。「品質を維持

するためには目揃会が不可欠」と、４月以降も月１回目揃会を開

催することになりました。部会員は、３密回避に留意しながら、

切り前の統一（収穫時の花径を揃える）など、キクの品質確認に

力を入れています。また、需要低迷に対応し、現在の 200 本箱か

ら 80 本箱での出荷にも試験的に取り組み始めました。 

新型コロナウイルス感染症による影響を受けた農家向け経営

支援策については、目揃会で説明した後、個別巡回で周知した効

果もあり、農産物利活用支援事業を部会から５名が活用するこ

とになりました。 

 

 

 

 

 

 

愛知県農村生活アドバイザー協会海部支部が研修会を開催し、作業補助ウェアの製造・販売を

手がけるメーカーを講師に、農作業時の身体の負担軽減効果について学びました。今回の研修会

は、今年度初めて会員が集まる機会となり、当日は 42 名の参加がありました。新規会員及び新

役員の紹介も行われ、コロナ禍であっても活気あふれる研修会となりました。 

講師のアトリエＫ代表取締役北浦氏は、「アグリパ

ワースーツ」を始めとする無動力タイプのパワーア

シストスーツを産学連携で研究開発し、同製品は農

業・建設業・介護等様々な職種で導入されています。

足腰を痛めている会員は、商品を実際に身に付けて

みて「足が楽になった」と効果を実感していました。

参加者は「非力な女性でも、パワーアシストスーツ

を装着すれば重労働となる農作業で活躍できる」と

興味深く話を聞いていました。 

 

 

海 部  例年以上に活気あふれる研修会が開催される

と き 

ところ あいち海部農業協同組合 北部営農センター 

令和２年７月１５日（水） 
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尾 張 ＪＡ愛知西きく部会共選部が目揃会を継続して開催 

と き 

稲沢市 

令和２年４月～６月 

ところ 
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中日新聞社主催の第 79 回中日農業賞で、大府市の肉牛農家である下村知士氏が、最高賞に次

ぐ中日賞を受賞し、授与式が開催されました。 

下村氏の経営は、自ら県内外の肉用牛農家を組織化し、素牛導入や出荷・販売を共同で行って

経費削減を図ったことや、グループ連携会議や共励会を開催して、肥育技術の向上を図るなど高

品質な和牛を効率的に生産する手法を取っていることに特徴があります。また、分娩・発情監視

通報システムの「牛温恵」など最先端の ICT を導入

し、地域農業の先導的な役割を果たしており、この

ような内容が評価され受賞に至りました。 

授与式では、生源寺審査委員長から、「これから

もリーダーシップを発揮し、大府、知多、日本の和

牛生産の現場を牽引してほしい」と激励の言葉があ

りました。下村氏は、「周囲の支えや、応援がなけ

ればここまでできなかった。今後は、生産コストを

下げ、和牛の新しい食文化を作っていきたい」と抱

負を述べました。 

 

 

 

 

 

 

農業改良普及課は、第１回西三河女性講座「農業機械研修会」を開催し 13 名が参加しました。

講座は、ヰセキ農機から「農作業安全と機械メンテナンス」の講義と、機械操作のフィールドワー

クを行いました。参加者は、６種類の機械を代わる代わる操作体験しました。最後に「女性も、

機械を上手く使い、楽に愉しく農業をして欲しい」とメッセージを送りました。 

機械メンテナンスの講義で、参加者はエンジンの仕組みから故障の原因までを学び、「ガソリ

ンの劣化が機械故障の大きな原因であること」「普

段と違う音がした時には農機具屋に持っていくこ

と」を学びました。 

実際の操作体験では、エンジンのかけ方、チョー

クの扱い方、前進・後退、草刈りや耕うんを行いま

した。小雨の中、ぬかるみに機械がはまるハプニン

グもありましたが、農業女子は積極的に体験してい

ました。 

農業改良普及課は、県事業の女性農業者応援企業

セミナーに位置づけ当研修会を実施しました。今年

度は他にも２回の研修会を計画しています。 

知 多 大府市の肉牛農家が中日賞を受賞！

と き 

ところ 下村牧場直営焼肉店「三代目下村牛」（大府市） 

令和２年７月１６日（木） 

西三河 女性農業者を対象とした「農業機械研修会」を実施 

と き 

ところ 愛知県西三河農林水産事務所農業改良普及課会議室及びほ場 

令和２年７月１４日（火） 
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ファームいなぶ営農組合は、スイートコーンを主力に栽培しており、毎年発生するハクビシン

の被害が課題でした。農業改良普及課、農業総合試験場が支援し、今年度から中型獣用の侵入防

止柵を設置しました。組合員は侵入防止効果に期待を寄せています。

ファームいなぶ営農組合は、豊田市稲武地区の中山間地域農業振興を目的に有志４名で活動

し、約４万本のスイートコーンを栽培しています。

ハクビシンによる収穫直前の被害の対策を検討し、

費用・労力負担の軽減を考慮して、既存のイノシシ

用のワイヤーメッシュ柵を活用した中型獣侵入防

止柵を試験導入しました。この防止柵は、ワイヤー

メッシュ柵にくぐり抜け防止の防獣ネットを追加

設置し、その上部に電気柵を張ることで、ネットを

登ってきたハクビシンなどの中型獣を撃退する仕

組みになっています。 

今後は、侵入防止柵の効果及び設置に係る労力等

を明らかにし、獣害対策に活用していきます。 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ愛知東ブルーベリー研究会の出荷目揃え会が開催されました。今年は 2,500 ㎏の出荷を

目標にしています。また、９戸の生産者が摘み取り園を７月上旬から順次開園予定で、うち４戸

が「じゃらん遊び・体験予約」による web 受付を今年度から新たに開始し、新規顧客の獲得に意

欲を見せています。 

ブルーベリーは豊根村の特産品目で、平均標高 700ｍを超える寒暖差の大きい気候を生かし 35

年前から栽培を開始しました。これまで摘み取り

園では電話予約が中心でしたが、今年度から web

受付を研究会として取組むこととしました。 

目揃え会では、着色や出荷不可の判断基準につ

いて現物を見ながら確認しました。出荷物は農協

や地元酒蔵でジャムやお酒に加工されます。農業

改良普及課からは、夏季剪定、ショウジョウバエ

等の病害虫について指導しました。また、県が作

成した新型コロナウイルス感染予防に関する

チェックシートを配布し、摘み取り園の感染対策

に努めるよう指導しました。 

新城設楽 
ブルーベリー出荷始まる 

～摘み取り園は７月から順次開園～ 

と き 

ところ 豊根村役場（北設楽郡豊根村） 

令和２年６月１９日（金） 

� !"#$%&'()*

豊田加茂 ファームいなぶ営農組合が獣害対策に乗り出す

と き 

ところ 豊田市小田木町 (旧稲武町) 

令和２年６月２５日（木） 
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今年度から豊川市の若手スプレーマム生産者４戸を中心として“スマート農業実証プロジェ

クト”が始動しました。産官学が連携し、現在のスプレーマム生産過程における課題をスマート

農業技術で解決することを目指します。 

第１回コンソーシアム推進会議を６月 11 日に開催し、各実証内容やスケジュールを検討しま

した。会議には実証農家やＪＡひまわり、豊橋技科大、

イノチオアグリ㈱、県農業総合試験場など 10 機関と

東海農政局、農研機構の担当者が出席しました。 

本プロジェクトは２か年の委託事業で、①作付計画

システム、②労務管理システム、③環境制御システム

といったスマート農業技術を実証導入し、収量 10％増

大とキク１本当たり５％の省力化を目指します。 

農業改良普及課は、コンソーシアムの代表機関とし

て実証の進行管理を務めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

田原市役所主催のもと、今年度初の活き活き農業セミナーのイチジクコースが開催されまし

た。当日は、16 名の受講生が出席し、芽かきと誘引、敷きワラの作業を実施しました。受講生

は、イチジクの病害虫防除について積極的に質問するなど、栽培について真剣に学ぶ姿勢が感じ

られました。 

活き活き農業セミナー（イチジクコース）は、市民の健康づくりのため、平成 29 年度から開

催されており、受講生は専用ほ場に植栽されたイチジク樹の管理をしつつ、栽培方法を学ぶこと

ができます。今年度は、４、５月の開催が見送られ、

今回が初のセミナーとなりました。 

当日は、農業改良普及課が講師となり、芽かき、

誘引、敷きワラの指導を実施しました。芽かきでは

必ず 50cm 間隔で枝を残すことや、誘引の際には風に

よって支柱から枝が外れないように、紐でしっかり

と誘引するように呼びかけました。 

受講生は、継続的にセミナーを受講している人が

多く、ほとんどの受講生がセミナーを機に自園でイ

チジク栽培を始めています。 
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田 原 活き活き農業セミナー（イチジクコース）活動開始 

と き 

ところ 田原市内イチジクほ場 

令和２年６月１８日（木） 

東三河 
若手スプレーマム生産者による 

スマート農業実証プロジェクトが始動！

と き 

ところ ＪＡひまわり中部営農センター（豊川市三谷原町） 

令和２年６月１１日（木） 
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